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京都盆地の地盤

稲井信雄(元所員)

1.まえがき

京都は平安の時代から政治や文化の中心として栄えて

きたため｢日本人の心のふるさと｣とまで呼ばれてい

るようにめぐまれた自然と長い歴史にはぐくまれた

幾多の吏蹟や名刹あるいは庭園をもって世に知られた

文化遺産と150万余の市民が生活する近代的環境が調

相した日本の誇るまちである.特に最近の京都の市

街はすさまじい再開発の波に洗われていてビルの新築

下水道の埋設工事地下鉄鳥丸線の工事がはじまってい

る.従って都市の再開発はそのまま都市遺跡の発掘調

査につながって埋蔵文化財の包蔵調査ともなっている.

しかしこれをとりまく京都の自然とそのなりたち即ち

地形や地質にっいてはそれほど関心がもたれていない.

この意味でいま私たちの住む京都を知る一つのよい機会

としてまた今後まとめ杜ければ放らない京都の自然

誌の一端としてここに京都盆地の地盤構造と文化発

泌､

諺

甘

展の基礎と放る地形地質について応用地質の面から見

祖おしてみることとする.
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第1図京都市周辺地質図

2.地形および地質概要

2-1地形

京都市周辺の地形は京都近江奈良の三大盆地と山

科亀岡などの小盆地がありこれをかこむ比叡山地

丹波高原に連らなる北山西山そして南山城の山地が

接している.なおこれら山々の麓には低い丘陵が隈ど

つている.盆地のうちで近江盆地が水を堪えて琵琶湖

となり京都山科奈良亀岡の各盆地もかつては湖

水であった証跡をみせるが現在は枯渇して平地と放つ

､ている.伏見の南に今は干拓されて姿を消した巨掠が

池があったがこれはかっての山城湖の名残りといわれ

ているものである.

京都市地域の水系には北山方面から流れる高野川加

茂川の二川カミ出町橋で出合い鴨川となり南流して伏見

を通り横大路付近に至る.一方嵐峡を紐余曲流する保

津川は亀岡丹波高原の河川を集めて嵐山に至ると川

幅がにわかに広がって桂川となり伏見で鴨川と合流

して南下する.この外市中を北から南に流れる紙屋川

御室川等があるが何れも桂川の支流である.また琵

琶湖から溢れる水を運ぶ瀬岡川は宇治川となり京都

盆地に入ると流路を北に転じ伏見の南で西南に向をか

えさきの桂川と平行して南下し八幡町付近で甲賀山

地から西流してきた木津川と合流して淀川となり大阪

平野を潤しながら大阪湾に注いでいる.再び京都市内

の地形をみると南の方が開放されているほか三方が

山に包囲され西南部と南部は比較的平坦な困園が広が

っている.市内の東寄りに鴨川が北から南へ直線状に

流れているがこれはなんとなく人為的な流路をとった

感じを抱かせるものがある.元来高野川は自然の状態

では出町付近から西南に流下または分流を生じ京都

御所方面に向かい賀茂川は上賀茂付近から南下して現

在の堀川に流下していたものと考えるのが地形から自然

である･これらの河川は京都北部に扇状地を作ってい

たものと解される.このことは塚本の研究または岸元

吏郎の平安京地誌に記載されている(1974).

また市内は一見して平地のようにみえるが決してそ�
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うではなく北東に吉困山北に船岡山北西に双ケ丘

など硬い岩石の小山(残丘)カミ頭を出していて京都市

の地下には硬い岩盤が広がっていることを物語っている.

しカ;し前ほど表層部は厚く岩盤は深くなっている.

平坦にみえる現在の地形を形成している堆積物カミどの

ような地形のところに堆積し始めたかを知るためその

前にはどんな地形をしていたかというように1贋次前に

さかのぼって地史を編ま狂いと平野の地形の形成過程

は理解しにくい.よって次に京都市の基盤や新しい堆

積層の地質とその地下構造について述べることとする.

2-2地質

京都市周辺の山地を構成している地質は主として古生

層である.これは丹波帯に属する非変成岩で背斜

向斜構造に伴って生じた断層で地質構造を一層錯綜さ

せている.特に大阪層群堆積のころ活動を邊しくし

･たと考えられる南北方向の断層やこれに斜交する北西

一南東方向の幾多の断層は古生層の中に顕著にみること

が出来る.中生代になって日本の各地には中生層の

堆積作用が行たわれたが京都市周辺では火成活動にと

もなう噴出岩即ち花闇岩類の迷入をみる他は中生層は

どこにも見られない.即ちこの期間はずっと陸地であ

ったことを示している.第三紀頃は地殻の変動火

山活動のはげしかった時代で各所に断層を生じて地

殻はブロック化し地盤の落ちこみや上昇があり諸々

に盆地や地塁を生じた.第四紀に至ると前者は更に沈

降して湖沼を湛え低いところへは海水が内陸深く浸入

した.京都盆地もこの地殻活動の影響によって生成さ

れた第四紀の盆地であったからこの盆地の地下には大

阪層群と同時代の堆積層が分布している.この堆積

層はその後の地殻変動によって一部陸上に隆起し湖

成層は滋賀県堅田付近の堅固層に海成層は京都市深草

や西山山麓の丘陵地にみることが出来る.この状態は

大阪平野周辺の丘陵地帯に大阪層群の地層が堆積してい

る状態とよく似ている.

大阪平野の地下に分布する海成粘土層はアズキ火山灰

層を鍵層として地層を対比することが出来るが京都

盆地ではこのアズキ火山灰層が堆積したころ漸く海域

が京都盆地深草や西山付近に浸入して基盤岩の直上に

不整合にアズキ火山灰層を堆積し始めた.

深草丘陵の地層を資料(地団研1960～1962)から調

べてみるとアズキ火山灰層が堆積するとき始めて海成

の粘土層があらわれその後数回の海成粘土層の堆積が

みられる.また最上部の海成粘土上には数m～数10m

の厚さをもった珪岩の礫を含んだ砂礫層があってその

中には淡水性の白色粘土層がレンズ状にはさまっている.

海成粘土層が堆積している期間はいうまでもなく海水面

が陸地に対して相対的に上昇した期間であってその反

対に淡水性の粘土をはさむ砂礫質の地層が発達する時期

は海水面が相対的に下降する時期いいかえれば陸地が

｣二昇した時期を意味する.こうした堆積活動は地団研

の調査報告の資料(1967西山団研)にも発表され研究

されている1このような海面または陸地の上下運動は

今から約100万年前の第四紀の婚まりから約1万年前

の沖積世のはし｡まりまでの間数回寒冷な時期があって

氷河が広く地球上に拡がった時代である.このよう校

海水面の上り下りは全世界的なものでユｰスタチック

運動(EustaticmOvement)といわれ地層の榴曲や断

層狂とを作る造山運動とは区別されている.

以上のよう荏経緯をべることによって京都盆地の全

域に一応大阪層群とその上位の層が分布していること

が理解される.
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2-3京都盆地の段丘と新しい堆積煽

京都盆地の段丘が出来た原因や新しい地層の堆積環

境も氷河に結びつけるとうまく説明がつく.準平原

化作用造盆地運動断層運動と幾多の試練をうけて

やっと生じた新しい京都盆地や周囲の山々は最後に水1

河時代のユｰスタチック運動の影響をまぬがれることは

出来なかった.ところカミ何段がある段丘では高いもの

程合い｡こうした点は海水面の昇降と陸地白体も上

昇していることを考える必要がある.よって段丘地形

は海水面の上下運動と陸地の上昇のからみ合いを物語

っている.京都盆地が次第に埋めたてられていったが

断層運動で盆地が再び沈降しまわりの山は上昇した.

これと同時に周囲の山々からは土砂がどんどん運びこ

まれ急速に埋めたてに拍車をかけていった.特に賀

茂川や高野川は北方から桂川は西方から盆地に向っ

て土砂の運搬が速かに行なわれた.しかしその間にも

盆地中央部は沈降運動を続けたらしい.このことは京

都盆地の南部は沼沢地として残されておりここに堆積

した沖積層には湖沼性の粘土が10血祭も厚く軟弱地盤と

して分布している.このことは東海道新幹線や名神高

速道路建設時のボｰリ;■グ資料によって明らかにされて

いる.

2-4河成鰯と湖成鰯

第四紀洪積世に京都盆地の大部分が湖底であったこ

とは盆地の周辺に湖成粘土の堆積層が残存しているこ

とから説明し得る.この淡水湖は沖積時代にも存在し

た.盆地の地形はSWに低くNEに高くなるのが一

般の趨勢で標高30㎜～40㎜付近に地形上の階段があ

って嵯峨野西院壬生付近より東七条に向い高い部

分がSWに突出した轡形を描いた微地形を示している.

故竹中は(京都盆地の地質構造)この方向に断層を推定

して堆積環境の違いを考案した.何れにせよこの高

い部分は高野川賀茂川などによって湖成層の表面は

洗い流されると同時に河流の運搬した砂礫を堆積して

扇状地を形成したものと考えられる.市街の西南部に

泥土質東北部に砂礫質の多いことは市内の浅井戸でも

知られている.西尾は(1932)四条通りのボｰリング

によって深度6mまでは河成の砂礫層でそれ以下は

泥土質の湖成層と報告している(1933地球20-5).

3.京都盆地の地下構造

3-1京都盆地の基盤

京都盆地の基盤構造についてはさきに京都新聞杜が

比叡山総合立体調査を計画し(!961:比叡山一その自然

と人文)これに京都大学の重力調査班カミ参加して憶

力測定からみた比叡山西南側沖積地の地下地質構造特

に山麓下の花折断層について"と題し熊谷直一(京都大

学名与教授)がその一部に京都盆地北部における重力

異常41翌02の分布を発表している.

次回はその平面図と推定地下構造図であるが重力異

常は市の西北から東南に向かって次第に減少している全

般的傾向に局部的の変化が加わっていることである.

この地域に分布する岩石を比重の立場からみると花

闇着古生層と沖積層大阪層灘を含む洪積層の二種類

に分けることカ拙来る.この両者の平均密度はおお

よそ前者は2.6後者は1.6カミ適当と考えられる.両

者の密度差1.0と地表で見出されている地質構造お
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第･図京都盆地北部における重力異常･･;差?｡｡の分布(松下道

化1961)�
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よび諸岩石の分布は平面図に示される重力異常の分布か

ら第5図Aの如く地下の潜頭構造を解明する重要な鍵で

ある.当地域の沖積層の下部には大阪層欝がありそ

の基盤をなすものは古生層または花開岩である.こ

の密度較差を1.0とするところの境界面の起伏傾斜が

重力異常の分布を生じていると見ることが出来る.

この見地によって重力異常線群はほぼ前記境界面

即ち基盤岩石の表面の起伏を示す地下等高線群に相当す

ると見ることが出来る.そして重力異常の値の大きい

程地下等高線の深さは浅いと考えてよい.

(松下道他1961)

は浅いところにあると考えられる.

資料で直接基盤の深さを求め得たものは少なく

局が実施した前述の鞍馬口付近で20～40数m

影所付近で50m余で古生層の基盤に達した外は

査荏どの結果から考えて

深部に基盤があると推定される.

古い資料であるが阪急電鉄が四条通りの地下鉄工事

のときのボｰリング資料や交通局の烏丸線に沿う資料

から大宮一堀川付近以東の上京中京下京区では

地表から5m～10m位が河成層とみなされているものが

分布し古生層の礫砂および花筒岩砂を混えていて

加茂川や高野川のつくった氾濫原あるいは河床であっ

たようである.さらにこのような層は現在の鴨川以東

の平地部にも広がっているようである.

この層の下には砂礫層をはさむ粘土層や粘土質砂礫層

が発達することが多くその層はかなりの厚さに達する

ようである､恐らくこの層は京都盆地が一時湖水にお

3-2京都市内の店用地質

京都市内即ち京都盆地の中

央部の平地は勿論沖積層であ

るがこの沖積層は比較的う

すいので大阪名古屋や東

京のように地盤沈下や地盤

強度を問題とすることが少な

く従って地盤強度や地下水

獲得のための深いボｰリング

は余りなく全般的の地下構

造を窺知する基礎的系統的

調査のデｰタは乏しい.ま

た現在の地形から推察して

南部または南西部をのぞく盆

地の周縁部では当然基盤岩

市内のボｰリング

市交通

太秦の撮

重力調

市の中央部では何れもかなり

船岡山は吉生層の基盤面が沖積層の表面から露出し

ているものであるがこの丘陵の地下の裾野は東方の吉

田山に向う方向に長く舌状に出張っている.この傾向

は1974年京都市交通局が実施した｢地質地下水解析業務

要約報告書｣より収集した第5図Aの如く鳥丸通鞍馬口

付近のボｰリング資料によって地表より20数m～40

数m下部で基盤岩に縫着しているデｰタカミこの事実をよ

く裏付けている.北野神社の地下には大き

さと形が船岡山の地下の規模に酷似するか

くれた丘陵がある.この潜丘と船岡山との

間では基盤面は谷を形成しておりこの谷

は御所の東北部に向って開いている.

吉閉山付近を通る花折断層は地表調査の結

果吉田山礫層の下部に潜丘となってかくさ

れていることは知られている.これが重力

異常の形でもあらわれその方向性や規模を

つかむことが出来るのである.(地質)凡イ列第5図A鳥九通縦断面

ロｰ一･表土

この重力調査資料は京都盆地の基盤構造をEヨｰ一一粘性土

推定する一端である.区囚'''砂レキ

ロｰ一一砂質上

回'''基盤岩(古生層)

第5図A烏丸通り縦断面北大路通一今出川通(地質地下水解析業務要約

報告書昭和49年9月京都市交通局)
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揚水試験緒

場所

Test実施者

Test実施目

安定水位GL表示

(m)OP表示

挾在粘土層分布深度

完全井戸(○)

不完全井戸(X)

揚水井掘削方法

本Test揚水量

(c皿s/sec)

潜水層厚

透水係数｡㎜/sec

透水量係数｡m島/sec

貯留係数

比抵抗イ直(Ω一m)

動水勾配

D1o(15m付近)m/m

D男｡(15m付近)m/m

(柔臨ガｰによる透)

��穴散�

設計定数S

��猯��

各会社の提

出した透水ヤコブ法

係数タイズ法

(cm/sec)チャｰム法

備考

植物

その1

(第1潜水層)

基礎地盤C

S49.2.3～2.10

���

その2と同様

○

ロｰタリｰ式

Q二1.69×108

3皿

8.9×10'男

㈮���

㌮㋗��

�　

その2と同様

その2と同様

����

3.2×10■2

2.6×10一望

7.O×10■2

����

����

園北(上賀茂)

その2

(第1+2潜水層)

基礎地盤C

S49.2.3～2.lO

-g.00軸

12.Ol=皿～13.8n1

粘性土

2.4m3.Omまで砂礫と

粘性土の互層

○

ロｰタリｰ式

�㈮���

���

2.8×10■2

㌮���

㌮���

�　

0,001以下

�〳

→9.o×10-5cm/sec

5.Ox1O一厘

����

�㋗��

SN～E

3.8x1〇一24.2x1O■2

4.6×10■2

㌮���

挾在粘土層を境に第1

潜水層ξ第2潜水層に

分れるがここでは第

1～第2潜水層をまと

めたものの水理定数を

のせておく

第5段階の結果

た差し透水係数は2

層目のみの結果

北山橘下流

川崎地質

S48.1.17～7.30

-4.99皿

(十70.56m)

所女粘性土を混入す

るだけである

○

ロｰタリｰ式

�����

���

5.8x1O■壬

5.3×10■1

2.4x1O■2

��

��

土質試験をN皿1～N皿6

まで行っているがN皿

1～N皿6の地質が明確

で匁い

��

→2.6×1018cm/sec

平均値としてk=

4.11×10-4c工n/see

を算出している

南

霊.65×m-42.語8×10-4

揚水孔中=300m/㎜

Jacobのみが比較的

結果がよいのでこ

れによって透水係数

を決定している

当地の場合は水基が

少なくていい結果が

出てない

烏丸

紫明

その1(地点A)

中央開

����

-5.65㎜

(十61,014m)

発

所カシルトが混じる

○

ベノト

Q二3.8x102

18.O㎜

7.6x1O一島

����

1.8x1O■2

��

��

0.03～O.07

(一16.5m)

O.55～O.6

(一}6･5m)

一十た弓=10一田～10一生

｡m/sec

�俗��

5.65x1O-s誼､蝸×]0-s

6.研×lO■s3.37×10■8

｢その1｣と｢その

2｣があるが｢そ

の2の方は3.66〃

minの揚水量であり

あまり信用がおけ

るものでは扱い

その2(地点B)

中央開発

S48.9,10～9.14

���

そのユと同様

�

110一パｰカッション

Q=6.12x1O全

㈰��

㌮���

��

Jacob･Theisでは

3オｰダｰ違うため信

頼性乏しい

��

��

調査地点付近の土質試

験は行なってい衣い

�

3.5x1〇一島

��

�㈵���

�����

観測孔デｰタｰW-6

しかなく信頼性に乏し

レ､

烏丸今出川(御所北西)

(第徽層)1(第詔実層)

川瞭地質

S48.12.2～49.1.17

��ね

(斗49.01m)

11.50m以深ところどころに粘

土混入

堀

ロｰタリｰ式

��㌳��

㈮㈰�

1.3×10■3

2.9x1O■1

1.2×10■8

㈶�

��

Q目2.33x1O男

��ね

1.5×10一生

㈮���

1.9x10■田

��

��

�〴�

��

→2.5×10■lcm/sec

1.42×10■31.45x1O■4

1.57x1O'島1,45×10■斗

1.57x1O■81,63x1〇一8

*第1層はGL-11.OOmまで

揚水孔立込み

*第2層はGL-23.20mまで

立込み

*2観測孔のみの金平均=5.56×102(m/min)

揚水孔を含む全平均=1.82x102(m/min)

おわれその湖底に堆積したものであろう.しかし中

京下京区の千本通り付近以西および右京区東部の地帯

では先にのべたような河成層に相当すると一電､われる層

の発達はなく粘土質砂礫層が多くてこれに砂質粘土

層を混えている.これはかなり新しい時代まで湖底

から沼沢あるいは低湿地として存在したところだろう.

鳥丸線に沿うボrリング資料のうち五条通りより南部

で深度40m以下においてN>15の海成粘土が出ている.

これは明らかに大阪層群グルｰプと考えられるので京

都市内の最下部には基盤岩の上に不整合に大阪層群の地

層が分布していることが考られる･この大阪層群につ

いては西山研究グルｰプの調査報告資料から推定され

る.鳥丸通りに沿うボｰリング資料を南北に切った縦

断面は第5図A.B.Cであり鳥丸通りを中心として

第5図

B烏丸通り縦断面御池通一八条通(地質地下水解析業務要約報告書昭和49年9月京都市交通局)�
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果

覧表

烏丸長者町

東建地質

S47.3.～4

��㌵�

(十43.14m)

GL-19.60mより礫

質粘土となる

○

ロｰタリｰ式

�����

���

2.9×10■3

㌮㌀

2.3×10■8

��

�〶

�㌰

→21×10-2cm/sec

㈮㌰��㌀

6.20x1O■3

㈬�

㌮����

㈮���㌀

㈮����

揚水孔地盤高

�倫���

適正揚水量.

=30.5〃mm

としている

烏丸丸･太町

川臓地質

S49.2.11～

一8.70程度

(十37.Om)

GL-12m～13付近

粘土分を多く含む

�

ロｰタリｰ式

適正揚水量による揚水試

験Q=5.83x103

���

9.4×10■2

4.6x1O■1

����

㈶�

��

��

��

一÷3.4×10■2cn1/sec

�㈴���

�

1.20×10-15.90x1O■

8,68×10■26.34x10一

①8.70m～18,50皿

②8.70m～10.50m

の2段階で行っている

がこの10.50mは男1

に大き匁水理環境界は

ない従ってここでは

①のデｰタを示す

烏丸御池

基礎地盤C

S48.8,15～8.22

���

(十33.43m)

GL一

一3.66m～一3.90m

-7.Om～一18.Om

�

ベノト

Q=1.2×104～1.4×10基

��洪�

����

2.O×10一男

1.6×10■2

�

��

0～22平均

=O.01～O.1

��

→k'85x1(1-8cm/sec

����

�俗��

㋗��

㈮㋗��

����

1.5×10■1

揚水孔

φ二350m/m

3解法の平均値

下=2.ox1o2cm2/sec

S二1.O×10■2

I(=1.7×10-4c刀■/sec

�

烏丸五条

興亜開発

��㌮�

-11.5皿

所々粘土混入

�

ロｰタリｰ式

�㌮��〴

���

㈮���

㈮プ��

㌮���

㈴　

��

��

→1.3×101cm/sec

����

2.O×10一生

�

�㈸�������

1.34×10-18.4×10■2

興亜開発から提出された

テｰタは完全井戸とし

て言十算されている

(透水層厚=185にとっ

てある)

東本願寺前

基礎地盤C

S49.3.1～3.6

��

12m～13m付近

粘土混入

�

ロｰタリｰ式

����㌀

���

����

����

5.3x1O一男

㈴　

��

中�㌀

��

南��

��

中�㌰��

→1.7×10■壬｡In/se

南�����

→1.4×10■5cnユ/se

�㋗��

����

1.38×10一ユ

�〴���

2.30×10■1

京都駅前

東建地質

��㈮�

��

所々粘土を混入するだけ

である

�

1コｰタリｰ式

Q=3.24×10壬

㈴��

����

:llll:1麟1

��

��

�㈵

→1.4×102cm/sec

吐h=2.24×10■1ある末

㎞=8.O×10■男定のも

とに設定→P65～66

*22.02x1O■1

㈮����

揚水孔中=340m/m

平均値については相乗平

均を用いている

これを直角に切った横断面が第6図a.b.cである.く東西断面では鳥丸通り付近を中心として向斜構造を

土質を簡易化して礫質の砂と粘土質の砂に分けてそしていることカ漁られている.即ち京都盆地は現市街

の堆積構造を追跡してみると南北断面では南の方が低地を中心とした盆形であることが表層堆積層にもあら

われている.

旧加茂川や高野川の地下水の主要

流路が市内のどん狂ところにあった

かということは地下構造が十分判

明しない今の状態では推定の域に過

ぎ狂い.しかしさきにも述べたよ

うに今の鴨川は人為的粧ものであ

｡るらしいことは古い京都誌からも

うかがうことカミできる.

市内各所の地下水面の高さの調査

と現在認められる微地形とを合せ

考えると旧加茂川は上賀茂御園橋

付近から堀川通りに沿って南下した

一4000らしく確かに堀川通りは小さい低

第6図a八条通横断面(地質地下水解析業務要約報告書昭和49年9月京都市交通局)
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い谷状に狂っている.旧高野川も南々酉の現流路を保

ち出町橋より下流もこの方向をとり酉洞院通りのあ

たりを経て堀川五条付近で旧加茂川に合流し梅小

路吉祥院上鳥羽付近を経たと考えられる.

今まで述べて来たように京都盆地の中央部は沖積層

であるがその深部においては重力調査によって解析さ

れたように基盤面に凸凹カミありその上に堆積した

堆積層にも榴曲や断層運動のため厚薄の変化をおよぼし

ていると見るべきである.よって新しい地層に潜水す

る地下水にも影響を及ぼして変化があると考える･

京都市の工業用地下水源については市当局において

その実態調査を行なっているが地質調査所においても

かつて淀川水系地域調査第6報として小西泰次郎他が

｢京都市工業用地下水源報告｣の題名で地質調査所月報

(第11巻2号)に詳細な報告している.

以上のようであるから地層の堆積形態とここに包

蔵される地下水を考えた場合新しい堆積層の形や含

有粘土層供給する水の量や方向その他即ち場所

によって相違がある筈である･ここに地下水に関し

京都地下鉄鳥丸線に沿う揚水試験の結果の表がある.

地下水の一部の状態を知る参考として引用した.

次に京都市の地下水中に含まれるラジウムエマナチ

第6図b

五条通

横断面

(地層)凡例

[コｰ一一表土

匡ヨ…粘性土

[:コ…石少レキ

〔コｰ一･砂質土

�･喉藩���酷寮､糠���

��簿�'〆^��証鵡聾��

�����

��帮��

�}^��墨台��､'��

篭｣���{一i.二:三'._���一■r一■'�

�������縮尺フk平1/10,000垂直1/2,000m

鋒紅

艦驚

戸

垂直1/2,000m

㌻

斗

��

､.1､

オン即ちラントンの量と分布について京都大学地質

学教室の西村進氏の調査結果がある.それによれば京

都市内の地下水中のラントンの含有量は一般に低い値で

あるが7マッヘを越える特異な地帯カミ見出されてい

る.それは北白川聖護院より京阪三条付近に達する

地帯である.これは北白川扇状地より広がる花開岩砂

の多い層カミ加茂川東部に分布し白川の伏流の一部が流

れているためによるものであろう.また鳥丸通り上京

中京区と千本通付近の中京区内に南北に長く東西

に狭いラドン含有量の高い地帯カミ見出されている､

恐らく基盤岩に断層がありこの断層に沿って上昇して

来たラドンが上部沖積層中に拡散したものと推定され

る.このように地下水の問題からも地下構造に変化

のあるご主が窺われる.

3.むすび

以上は京都盆地の地盤構造について地質学的な資料

と新しく調査されたボｰリング資料をピックアップ

して湖盆の抵りたちやその構造について説明をした.

即ち比較的新しい地質時代に堆積した山城盆地の一部で

ある京都盆地が洪積世から沖積世にかけて比較的静

かな環境にありながら隆起沈降の変化をともないそ

の上この盆地に流入する高野川賀茂川そして桂川な

どの河川の営力が加わって部分的な変化をもたらして

今日の京都盆地を作りあげたものと考える.資料収集

の不手際はあろうと思うが京都湖盆解明のための調査

研究は少なくとも恵まれた史蹟の研究に先行された

感がある.今後地形地質水文地質表層地質はいう

におよぱず土質学応用地質学地盤基礎工学その

他の調査研究がすすみ部分的な資料でもこれを積み

かさねることによって京都の自然誌をより明確なもの

にして行くことを切望するものである.この資料収集

がその目的に向う今後の一指針となれば幸いである.

地質ニュｰスに｢近畿編｣の特集が計画されるにあたり

苦々が生活の場とし且つ

再開発を進めている京都の

爆紅一部なりとも知ろうとする

戸

熱意からペンを進めてみた.

一三羨一叢===

第6図｡御池通横断面(地質地下水解析業務要約報告書

昭和49年9月京都市交通局)

記載した資料は既存の地質

に関する資料と筆者が前

任のコンサルタンツ会社時代

に集めたものの一部を使用

させていただいた.紙上を

かりてお礼を串し上げる.

なおこの機会を与えられた

地質調査所大阪出張所長官

村技官に感謝する.�


